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歳
入
（
収
入
）

　
自
主
財
源
の
町
税
は
３
４
３
０

万
円
の
増
だ
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
前
よ
り
少
な
め
の
予
想
。
地
方

交
付
税
は
、
近
年
の
実
績
か
ら
１

億
１
０
０
０
万
円
の
増
を
見
込
む
。

国
庫
支
出
金
は
２
５
４
０
万
円
の

減
を
計
上
。
基
金
か
ら
の
繰
入
金

が
９
億
７
５
９
１
万
円
、
依
存
財

源
の
地
方
交
付
税
が
32
億
円
。

　３月定例会は、３月１日から２３日までの２３日間の会期で開催された。　
　町から提案のあった条例改正や補正予算、令和４年度一般会計予算、特別会計予算など31議案を審議し、
すべて原案通り可決した。
　一般会計の歳入歳出総額は、７７億1500万円となり、前年度に比べ４億６５００万円減（5.7％減）となった。

 （前年度比５.7％減）

町
債
の
現
在
高
の
状
況

　
一般
会
計
は
、計
画
的
な
償
還
を
進
め
て
前

年
度
決
算
見
込
よ
り
３
億
７
０
０
４
万
円
の

減
。企
業
会
計
も
償
還
が
進
み
５
億
４
３
７
４

万
円
の
減（
表
中
は
切
捨
の
た
め
、数
値
が
合

わ
な
い
）。

　
令
和
４
年
度
の
町
民一人
当
た
り
の
町
債
現

在
高
は
、１
１
４
万
６
０
０
０
円
。

町債（借金）現在高と基金（貯金）現在高の推移
町債� （単位：百万円）

項目 H.30 R.1 R.2 R.3見込み R.4予算

一般会計小計 6,948 7,240 7,657 7,474 7,104

企業会計小計 7,603 6,689 6,372 5,171 5,173

合計 14,552 13,929 14,030 13,191 12,277

基金�
財政調整 1,414 924 1,080 1,358 1,060

減債 1,278 1,318 1,053 836 578

地域振興 925 889 846 749 544

その他 1,344 1,382 878 659 603

年度末残高 4,963 4,515 3,857 3,604 2,786

特別会計 528 514 497 476 401

合計 5,491 5,029 4,355 4,081 3,188

町税
9億8842万円

繰入金
9億7591万円

その他一般財源
6億5284万円

地方交付税
32億円

譲与税・交付金
3億5600万円

町債
6億3008万円

国庫支出金
5億3526万円

県支出金
3億7647万円

歳入
77億1500万円

自

依
存
財
源

主
財
源

（33.9％）

（66.1％）

自主財源
町で集めたお金
26億1718万円

町民税や固定資産
税など町民の皆さん
から納められる税金

基金（貯金）から
おろしたお金

行政の格差をなくすため
に国から交付されたお金

国や金融機関
から借りるお金

国からの補助金など

県からの補助金など

依存財源
国、県、借入金などに
頼ったお金

50億9781万円

第 66 号（2）

定
例
会



令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

賛
成
討
論
　
風
間 

行
男

　
令
和
４
年
度
予
算
は
過
疎
債
を
基
に
三
水
用
水
費
、道

路
、若
者
定
住
、高
齢
者
に
や
さ
し
い
町
、人
口
増
等
、過

疎
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
予
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
　
伊
藤 

ま
ゆ
み

　
収
入
保
険
の
保
険
料
補
助
、リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
、

補
聴
器
購
入
と
介
護
者
慰
労
金
の
対
象
者
の
拡
大
な
ど

評
価
で
き
る
。弱
い
立
場
の
方
へ
の
支
援
の
充
実
を
期
待

す
る
。

反
対
討
論
　
小
林 

文
廣

　
慣
習
に
よ
っ
て
自
治
会
に
当
然
皆
加
入
し
て
い
る
、し

か
し
広
報
未
配
布
が
１
２
２
世
帯
。自
治
会
活
動
助
成
金

９
７
１
万
円
予
算
の
減
額
削
除
を
求
め
る
。

歳
出
（
支
出
）

　
新
た
に
策
定
し
た
第
２
次
飯
綱

町
総
合
計
画
「
後
期
基
本
計
画
」

に
基
づ
く
必
要
な
事
業
を
実
施
。

庁
舎
建
設
事
業
の
終
了
に
よ
り
総

務
費
が
20
・
７
％
の
減
、
三
本
松

の
農
産
物
施
設
の
完
成
に
よ
り
農

林
水
産
業
費
が
14
・
３
％
の
減
、

土
木
費
が
11
・
４
％
の
減
と
な
っ

た
が
、
施
設
建
設
等
の
大
型
事
業

に
係
る
起
債
に
よ
り
、
公
債
費
が

23
・
０
％
の
増
。

    庁舎建設事業完了に伴い77億1500万円 
交流人口の増加や産業の活性化、人口増対策など

令和４年度一般会計予算

特別会計� （単位：千円）

会計名 R.3予算 R.4予算
からまつの丘地区汚水処理場管理事業 1,847 2,470
訪問看護ステーション 50,151 51,856
国民健康保険事業 1,330,358 1,327,417
後期高齢者医療 168,798 168,392
介護保険事業 1,247,842 1,409,010
住宅地造成事業 13,856 18,331

計 2,812,852 2,977,476

企業会計
会計名 R.3予算 R.4予算

水道事業 580,856 528,861
病院事業 2,694,378 2,783,560
下水道事業 1,130,831 1,111,583

計 4,406,065 4,424,004

令和４年度�特別会計・企業会計予算

歳出
77億1500万円

総務費
15億7927万円

教育費
7億350万円

民生費
15億107万円

農林水産業費
7億1591万円

土木費
7億6387万円

消防費
3億6026万円

その他支出金
9614万円

公債費
10億7132万円

商工費
1億2120万円

衛生費
8億242万円

町全体に係る運営費等

福祉、医療費、
保育費等

ゴミ、斎場費、北信衛生等

観光や商工業の
振興費等

道路や橋、河川
の整備維持費等

町債として借りた
お金の返済等

給食や幼稚園、小・
中学校、文化交流、
スポーツ施設の維
持管理費等

※端数切捨てのため、「いいづな通信」と一致しない。

可
決

（3）長野県　飯綱町議会だより
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・重点事業
4.安全 5.安心 6.交流

⃝�インフラ、公共施設
⃝�安全対策
⃝�行財政対策

⃝�子育ち、子育て
⃝�福祉������⃝�健康
⃝�公共交通

⃝�地域交流
⃝�情報発信
⃝�都市との交流

主な事業 主な事業 主な事業
拡��ふるさと納税事業� � �
� 1億9500万円

新���ロータリー除雪車� 3200万円

新���DX（デジタル化）推進�
� 2709万円

拡��消防団員報酬・出動報酬�
� 2631万円

拡��消火栓維持管理、工事負担金�
� 1393万円

継��地域防災計画修正業務委託�
� 297万円

新���指定避難所移動式エアコン�
� 165万円

拡��継 ��アイバス運行事業�6818万円
拡��継 ��社協委託事業・運営費補助�
� 4012万円
継��公共交通利用促進事業�
� 2718万円
継��子育て応援祝い事業� �
� 2098万円
新���継 ��重層的支援体制整備事業�
� 1330万円

新���共同調理場蒸気発生器更新�
� 937万円

新���保育園ICTシステム導入�
� 798万円

新���小型非常用発電設備（福祉避難�
�所）� �657万円

拡��在宅家族介護者慰労金�
� 420万円

新���焚荒地区造成（測量設計、管理�
�委託、造成工事等）� 7000万円

新���いいづなコネクトEAST公園・駐�
�車場整備、3F改修� 4909万円

拡��移住定住促進助成事業�
� 3961万円

新���継 ��地域活性化プロジェクト事業
� 1719万円

継��多目的交流施設（EAST・WEST）�
� 指定管理料等� 　1700万円

新���スマートタウンいいづな（地域�
�デジタル化実証実験）�1425万円

関連質疑 関連質疑 関連質疑

新…新規   重…重点

拡…拡充   継…継続

スマートタウンイメージアイバスふるさと納税生産者説明会

Ｑ 

ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
の
具

体
的
内
容
は
。

Ａ 

無
線
通
信
技
術
を
活
用

し
た
実
証
実
験
で
、
町

内
に
40
か
所
の
ア
ク
セ

ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
す

る
も
の
。
活
用
事
例
と

し
て
は
有
害
鳥
獣
対
策

や
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

の
雨
量
や
河
川
水
位
の

監
視
。

Ｑ 

ア
イ
バ
ス
に
つ
い
て
、

平
日
３
時
以
降
と
、
土

日
の
増
便
は
可
能
か
。

Ａ 

平
日
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス

と
定
時
路
線
バ
ス
の
運

行
が
あ
る
の
で
現
実
的

に
難
し
い
。
土
日
の
運

行
へ
の
住
民
要
望
は
承

知
し
て
い
る
の
で
、
研

究
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

ふ
る
さ
と
納
税
の
ク
レ

ク
レ
ー
ム
数
は
。
返
礼

品
の
品
質
基
準
を
定
め

て
は
。

Ａ 

昨
年
４
月
か
ら
で
56
件
。

り
ん
ご
、
桃
、
米
な
ど

の
主
要
品
目
は
基
準
を

定
め
、
ふ
る
さ
と
納
税

事
業
受
託
者
か
ら
生
産

者
へ
示
し
て
い
る
。

第 66 号（4）

重
点
事
業



1.自然 ２.学ぶ ３.創出
⃝�自然を守る
⃝�自然に親しむ

⃝�教育
⃝�スポーツ、芸術、文化

⃝�農業
⃝�商工業
⃝�観光

主な事業 主な事業 主な事業
継��北部衛生施設組合（し尿処理）�
� 負担金� 4275万円

継��長野広域連合（可燃ごみ・最終�
� 処分場）負担金� 4073万円

新���公園整備事業� 1126万円

継��北信保健衛生施設組合（斎場）�
� 使用料・負担金� 1059万円

継��し尿広域共同化分補助金�
� 500万円

新���地球温暖化対策実行計画策定�
�事業� 367万円

新���開発行為設計等検証委託�
� 90万円

継��牟礼小学校スクールバス借り上�
� げ料� �1762万円

新���ふれあいパーク運動場LED照明�
�更新（第1期）� 1500万円

継��小中学校パソコンリース（5年契�
� 約）� 863万円

継��小中学校ICT支援員委託料�
� 504万円

継��中学遠距離通学補助� 453万円

継��中学校スクールバス借り上げ料�
� 214万円

継��小中学校遠隔学習用モバイルル�
� ーター� 165万円

新���継 ��６次産業化推進事業�
� 1977万円

拡��住宅リフォーム支援事業�
� 600万円

継��奨励作物振興補助� �525万円

拡��空き店舗活用事業� �416万円

新���中山間地直接支払制度・多面的�
�機能支払い交付金事業支援シス�
�テム� 317万円

拡��果樹共済掛金、収入保険掛金補�
� 助� 137万円

継��農業用ビニールハウス施設補助�
� 100万円

関連質疑 関連質疑 関連質疑

令和4年度 新規事業 ・重点事業

四季成イチゴテニスコート脇道路開発行為設計検証

Ｑ 

四
季
成
イ
チ
ゴ
栽
培
の

今
後
の
展
望
は
。

Ａ 

信
大
工
学
部
指
導
で
栽

培
デ
ー
タ
も
そ
ろ
っ
て

き
た
。
作
年
度
は
横
手

に
ハ
ウ
ス
１
棟
を
建
設
。

新
年
度
は
安
定
し
た
生

産
・
供
給
体
制
の
確
立

と
、
販
売
先
の
開
拓
・

確
保
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ 

中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

脇
の
通
学
路
に
つ
い
て

住
民
か
ら
安
全
面
を
心

配
す
る
声
が
あ
る
が
。

Ａ 

学
校
が
定
め
る
通
学
手

段
に
保
護
者
の
送
迎
は

な
い
。
あ
く
ま
で
保
護

者
の
責
任
で
行
っ
て
い

る
こ
と
。
本
来
あ
る
べ

き
姿
に
戻
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

Ｑ 

開
発
行
為
等
設
計
検
証

委
託
の
内
容
は
。

Ａ 

町
内
で
も
太
陽
光
発
電

等
開
発
行
為
の
申
請
が

種
々
出
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
対
す
る
技
術
的

検
証
が
担
当
で
は
難
し

い
た
め
、
事
業
者
へ
委

託
を
す
る
と
い
う
も
の
。

（5）長野県　飯綱町議会だより

重
点
事
業



　

  　
新
規
事
業
が
ほ
ぼ
な

い
。
商
工
業
振
興
を
ど
う
考

え
る
か
。

質
問

回
答　

飲
食
店
等
は
応
援
チ

ケ
ッ
ト
に
よ
る
支
援
。
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
は
継
続
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
り
た
い
。

土
木
費

除
雪
の
対
応
を

　

  　
本
線
の
拡
幅
や
支
線

の
除
雪
が
遅
い
が
、
除
雪
車

や
オ
ペ
レ
ー
タ
の
増
員
は
。

質
問

回
答　

バ
ス
路
線
や
本
線
が

優
先
と
な
る
。
増
員
に
つ
い
て

は
募
集
を
か
け
て
い
る
が
集
ま

ら
な
い
。
限
ら
れ
た
人
数
で
作

業
し
て
い
る
の
が
現
状
。

回
答　

感
染
症
の
影
響
に
よ

り
利
用
客
が
戻
ら
ず
、
利
用
客

は
今
後
も
減
少
と
予
測
。
鉄
路

を
残
す
こ
と
を
第
一
に
、
休
日

の
駅
の
無
人
化
な
ど
経
費
の
削

減
を
進
め
る
。
自
治
体
も
支
援

を
研
究
し
て
い
く
。

農
林
水
産
業
費

特
産
品
開
発		

	

＊「
り
ん
ご
レ
ザ
ー
」と
は

　

  　
り
ん
ご
レ
ザ
ー
加
工

製
作
へ
の
製
粉
機
購
入
費
は

７
０
０
万
円
と
高
額
だ
が
採

算
は
。

質
問

回
答　

他
の
原
材
料
使
用
の

事
例
で
は
、
粒
度
に
よ
っ
て
千

円
か
ら
３
千
円
／
kg
程
度
で

取
引
さ
れ
る
。
計
算
上
採
算
は

と
れ
る
。

＊ 

り
ん
ご
残
渣
を
粉
末
に
し

て
、
レ
ザ
ー
加
工
製
品
の

原
材
料
に
す
る
。

商
工
費

商
工
業
の
発
展
を

回
答　

企
画
課
は
３
人
（
町

全
体
で
８
人
）。
１
人
当
た
り

約
４
４
０
万
円
（
令
和
４
年
度

４
８
０
万
円
に
増
額
）。
事
業

費
は
特
別
交
付
税
措
置
に
よ
る

も
の
で
一
定
の
効
果
が
あ
り
、

今
後
も
積
極
的
に
任
用
を
考
え

る
。
自
立
し
て
定
住
・
定
着
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
４

年
度
は
実
証
実
験
的
に
牟
礼
・

三
水
地
区
に
１
人
ず
つ
配
置
予

定
。過

疎
債
の
利
用
を

　

  　
町
全
体
が
過
疎
地
域

に
指
定
さ
れ
た
。
ア
イ
バ
ス

運
行
事
業
へ
の
利
用
は
。

質
問

回
答　

過
疎
対
策
事
業
債
の

ソ
フ
ト
事
業
は
上
限
が
決
ま
っ

て
い
る
上
、
充
当
し
た
い
事
業

が
他
に
多
数
あ
る
。
ア
イ
バ
ス

運
行
事
業
は
80
％
の
高
率
な
特

別
交
付
税
措
置
を
受
け
て
い
る
。

ど
う
な
る
！		

	
	

し
な
の
鉄
道

　

  　
大
幅
な
赤
字
と
利
用

客
減
の
中
、
将
来
の
見
通
し

は
。 質

問

総
務
費

水
道
施
設
整
備
基
金	

	

積
立
金
３
千
万
円
と
は

　

  　
建
設
費
15
億
円
を
見

込
み
、
１
年
に
２
億
ず
つ
積

み
立
て
る
と
し
て
い
た
が
減

少
の
経
緯
は
。

質
問

回
答　

上
水
道
整
備
に
は
企

業
債
活
用
を
想
定
。
建
設
後
の

償
還
開
始
に
間
に
合
う
よ
う
積

み
立
て
る
。
厳
し
い
予
算
編
成

の
査
定
で
他
の
事
業
と
の
兼
ね

合
い
で
減
少
さ
せ
た
。

駐
車
場
整
備
予
定
地
は

　

  　
い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト 

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
で
は
、
校
舎
に
近

い
場
所
を
検
討
し
た
か
。

質
問

回
答　

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
天
然

芝
の
公
園
を
計
画
、
安
全
面
を

考
慮
し
て
駐
車
場
と
は
分
け
た
。

身
障
者
用
は
施
設
付
近
に
整
備
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊	

	

任
務
と
は

　

  　
人
数
、経
費
、効
果
は
。

質
問

令和４年度予算審査
水道事業、除雪、過疎債など住民要望実現へ

▲�令和４年、大雪に苦戦した除雪作業

第 66 号（6）

予
算
審
査



回
答　

大
学
受
講
者
、
新
規

者
は
少
な
い
が
継
続
者
が
多
く

増
え
て
い
る
。
教
室
は
50
人
減

っ
て
い
る
。
今
後
、
講
座
内
容

を
充
実
さ
せ
る
。

保
健
体
育
費
増
は

　

  　
１
千
７
０
０
万
円
の

内
容
は
。

質
問

回
答　

一
番
大
き
な
増
加
は

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
運
動
場
の
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
。
４
年
度
は
第

１
期
工
事
費
と
し
て
１
千
５
０

０
万
円
計
上
。

天
然
記
念
物
保
存
を

　

  　
地
蔵
久
保
オ
オ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
、
樹
勢
の
回
復
が
見

込
め
な
い
。
実
生
か
ら
の
育

成
や
挿
し
木
等
、
保
存
方
法

の
検
討
は
。

質
問

回
答　

木
の
根
元
か
ら
出
て

き
て
い
る
苗
木
を
敷
地
内
に
移

植
し
、
周
り
の
樹
の
伐
採
で
日

当
り
を
良
く
し
て
２
代
目
を
育

て
て
い
る
。

町
内
で
の
個
別
接
種
は
難
し
い

状
況
。
様
々
な
観
点
か
ら
検
討

を
重
ね
る
。

斎
場
事
業
は

　

  　
負
担
金
が
１
７
３
万

４
千
円
増
加
と
は
。

質
問

回
答　

炉
１
機
が
故
障
で
停

止
中
の
た
め
大
規
模
修
繕
予
定
。

教
育
費

学
校
の
Ｄ
Ｘ
対
応
は

　

  　
欠
席
連
絡
は
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
と
の
報
道
が
あ
る

が
対
応
は
。

質
問

回
答　

現
在
の
シ
ス
テ
ム
で

で
き
る
こ
と
は
対
応
。
し
か
し

使
い
勝
手
が
悪
く
、
必
要
な
機

能
を
精
査
し
て
、
学
校
の
Ｄ
Ｘ

の
方
向
性
を
検
討
し
４
年
度
中

に
計
画
す
る
予
定
。

※
Ｄ
Ｘ
関
連
記
事　
Ｐ
22

コ
ロ
ナ
影
響
か	

	
	

い
い
づ
な
大
学

　
  　

大
学
授
業
料
45
万
円

計
上
。
受
講
者
の
増
減
見
込

み
は
。

質
問

危
機
管
理
は
万
全
か

　

  　
保
育
園
の
非
常
通
報

装
置
設
置
と
あ
る
。
通
報
が

あ
っ
た
場
合
、
最
寄
り
の
警

察
官
が
派
遣
さ
れ
る
の
か
。

危
機
管
理
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
。

質
問

回
答　

牟
礼
交
番
を
含
め
、

パ
ト
ロ
ー
ル
中
や
一
番
近
く
に

い
る
警
察
官
が
派
遣
さ
れ
る
。

非
常
通
報
装
置
だ
け
に
頼
ら
ず

防
犯
対
策
手
段
の
１
つ
と
し
て

の
実
施
で
あ
る
。

衛
生
費

５
～
11
歳
の		

	
	

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
疑
問

　
  　

初
回
接
種
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
に
お
け
る
※

エ
ビ
デ

ン
ス
が
な
い
中
、
接
種
券
の

一
括
送
付
は
如
何
か
。
町
の

対
応
は
。

※ 

証
拠
・
根
拠
・
裏
付
け
・

形
跡

質
問

回
答　

か
か
り
つ
け
医
へ
の

相
談
も
あ
る
。
情
報
伝
達
は
速

や
か
な
方
が
良
い
の
で
全
員
に

送
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
が
、

町
内
に
は
小
児
科
が
な
い
た
め

回
答　

長
野

市
指
令
室
か
ら

指
令
が
入
り
そ

れ
ぞ
れ
の
消
防

署
へ
。
先
月
は

30
件
の
救
急
出

動
が
あ
り
鳥
居

川
消
防
署
が
対

応
中
の
場
合
は
、

第
２
出
動
で
若

槻
や
飯
綱
か
ら

の
出
動
も
あ
る
。

今
後
の
広
域
消

防
会
議
で
要
望

し
て
い
く
。

民
生
費

危
険
防
止
柵
等	

	
	

事
前
工
事
を

　

  　
子
育
て
支
援
施
設
運

営
事
業
の
転
落
防
止
柵
設
置
、

水
遊
び
場
転
落
防
止
と
あ
る

が
、
オ
ー
プ
ン
後
の
工
事
か
。

質
問

回
答　

防
止
柵
は
当
初
か
ら

部
分
的
に
設
置
し
て
い
た
も
の

を
延
長
す
る
。

　
水
遊
び
場
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
転
倒
の
危
険
が
あ
る
た
め
、

ゴ
ム
チ
ッ
プ
を
設
置
す
る
。

消
防
費

広
域
消
防
に
つ
い
て

　

  　
長
野
市
消
防
局
へ
の

負
担
が
増
え
て
い
る
が
。

質
問

回
答　

付
属
協
定
書
に
基
づ

き
算
出
。
空
調
の
修
繕
、
経
年

劣
化
、
車
両
の
更
新
が
考
え
ら

れ
る
。
過
疎
債
も
活
用
。

　

  　
出
動
の
際
、
地
域
を

知
っ
て
い
る
鳥
居
川
消
防
署

の
対
応
が
良
い
と
考
え
る
が
。

質
問

▲�住民の頼りである地域の消防署

（7）長野県　飯綱町議会だより

予
算
審
査



「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小

企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る

陳
情 

―
採
択

　

日
本
の
最
低
賃
金
制
度
を
、

「
全
国
一
律　

１
５
０
０
円
」

に
す
る
の
は
政
府
と
し
て
大
胆

な
財
政
出
動
に
よ
る
社
会
保
険

料
の
減
免・直
接
給
付
（
補
助
）

や
公
正
取
引
ル
ー
ル
を
整
備
す

る
な
ど
具
体
的
な
「
中
小
企
業

支
援
策
」
を
確
実
に
実
施
し
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
支
え
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。

反
対
討
論

 

樋
口 

功

陳
情
の
１
５
０
０
円
以
上
は
、

現
状
の
１・
７
倍
の
金
額
。

支
払
う
側
は
現
状
で
は
無
理
。

人
を
雇
え
ず
経
営
規
模
を
縮

小
ま
た
は
廃
業
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
な
る
。
実
現
の

可
能
性
が
な
い
。

 

原
田 

幸
長

国
の
最
低
賃
金
の
考
え
方
は

「
よ
り
早
期
に
全
国
加
重
平

均
１
０
０
０
円
に
な
る
こ
と

を
目
指
す
と
の
方
針
を
堅
持

す
る
」
と
し
、
現
行
水
準
を

維
持
す
る
こ
と
が
適
当
。

し
て
き
た
農
家
へ
の
打
撃
が
計

り
知
れ
な
い
の
で
中
止
を
求
め

て
い
る
。

反
対
討
論

 

原
田 

幸
長

平
成
29
年
度
の
実
施
要
項
改

正
で
す
で
に
明
確
化
さ
れ
て

い
る
。
今
後
の
５
年
の
間
に

各
地
域
に
お
い
て
、
水
田
利

用
や
産
地
形
成
を
検
討
し
て

い
く
べ
き
も
の
。

 

風
間 

行
男

政
府
の
今
年
度
予
算
、
水
田

活
用
直
接
支
払
い
交
付
金
は

前
年
度
同
額
の
３
０
５
０
億

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
で

反
対
。

賛
成
討
論

 

伊
藤 

ま
ゆ
み

国
の
減
反
政
策
に
協
力
し
て

き
た
が
、
農
地
を
守
り
続
け

る
意
欲
が
そ
が
れ
、
遊
休
荒

廃
地
が
増
え
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
る
。
国
土
保
全
や
景
観

に
も
影
響
を
与
え
る
。

　
衛
生
費 

△
８
８
４
万
円

　
農
林
水
産
費 

 
 

 

△
２
１
９
７
万
円

　
土
木
費
は
主
に
入
札
差
金

 

△
５
７
０
０
万
円

令
和
３
年
度
飯
綱
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算 　
　
　
　
　
　
―
可
決

　
既
定
予
算
に
４
４
８
３
万
円

を
追
加
し
て
、
総
額
13
億
９
８

０
６
万
円
と
す
る
も
の
。

･
事
業
実
績
に
よ
る
予
算
調
整
。

請
願
・
陳
情

「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い

交
付
金
」
の
見
直
し
の
中
止

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願 

―
採
択

　
政
府
は
、
２
０
２
２
年
度
か

ら
「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
」
を
見
直
す
こ
と
を
発
表

し
た
。
そ
の
内
容
は
今
後
５
年

間
（
２
０
２
２
年
か
ら
２
０
２

６
年
ま
で
）
で
１
度
も
水
張
り

（
水
稲
作
付
）
が
行
わ
れ
な
い

農
地
を
「
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
」
の
対
象
か
ら
外
す

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

実
施
さ
れ
れ
ば
、
転
作
に
協
力

補
正
予
算

令
和
３
年
度
飯
綱
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
の

専
決
処
分
の
承
認 

―
承
認

　
既
定
予
算
に
１
５
３
４
万
円

を
追
加
し
て
、
総
額
93
億
５
９

４
１
万
円
と
す
る
も
の
。

･ 

国
の
補
正
予
算
成
立
に
伴
う

団
体
営
事
業
費
に
係
る
補
正
。

･ 
大
雪
に
よ
る
除
雪
作
業
時
間

の
増
加
に
伴
う
除
雪
費
及
び

除
雪
車
両
維
持
費
に
係
る
補

正
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
10
号
） 
―
可
決

　
既
定
予
算
か
ら
１
億
３
５
２

７
万
円
を
減
額
し
て
総
額
を
92

億
２
４
１
３
万
円
と
す
る
も
の
。

主
な
減
額
内
容

･
歳
入
で
は
、

　

 

国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
が

実
績
に
よ
る
減
額
で 

 
 

△
１
０
１
７
万
円

　
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

 

△
５
０
０
０
万
円

　
町
債 

△
７
３
９
０
万
円

･
歳
出
で
は
、

　
総
務
費 

△
１
４
１
５
万
円

　
民
生
費 

△
１
１
４
６
万
円

条
例
改
正
（
主
な
も
の
）

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例 

―
可
決

　
住
民
や
事
業
者
等
か
ら
提
出

さ
れ
る
各
種
書
類
等
に
お
い
て
、

押
印
及
び
署
名
を
求
め
る
記
述

の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
精
査
し

た
結
果
、
必
要
性
の
な
い
押
印

及
び
署
名
の
記
述
を
削
除
す
る

も
の
。

飯
綱
町
多
目
的
交
流
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

―
可
決

  ･   

貸
店
舗「
カ
フ
ェ
キ
ッ
チ
ン
」

　
の
使
用
料
改
定
。

･ 

貸
店
舗
「
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー

ス
A
」
の
新
設
。

･
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
室
の
新
設
。

飯
綱
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

―
可
決

　
産
科
医
療
補
償
制
度
が
見
直

さ
れ
、
掛
金
が
１
万
２
０
０
０

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
。

出
産
育
児
一
時
金
等
の
支
給
総

額
に
つ
い
て
、
42
万
円
を
維
持

す
べ
き
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
40
万
８
０
０
０
円
へ
改
正
。

第 66 号（8）

請
願
・
陳
情

条
　
例

補
正
予
算



賛
成
討
論

 

伊
藤 

ま
ゆ
み

地
域
格
差
を
な
く
し
、
抜
本

的
に
引
き
上
げ
、
中
小
企
業

支
援
を
拡
充
し
、
労
働
者
の

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
を
営
む
基
盤
を
整
え

る
の
は
、
国
の
務
め
だ
。

人
事
案
件
２
件 

—

同
意

副
町
長 

池
内 

武
久
氏

　
長
野
県
か
ら
の
派
遣
期
間
終

了
に
つ
き
改
め
て
議
会
の
同
意

を
も
っ
て
副
町
長
に
就
任
。

人
権
擁
護
委
員 

中
村 

芳
人
氏

令和4年　3月定例会　議案に対する各議員の賛否結果　（〇賛成�●反対）

議　　案　　名 表決
結果

議案

令和３年度飯綱町一般会計補正予算（第９号）の専決処分
の承認について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する
法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

飯綱町一般職の職員の給与に関する条例及び飯綱町一般職
の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

飯綱町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

飯綱町特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の
一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

飯綱町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

飯綱町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
飯綱町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
飯綱町多目的交流施設条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
飯綱町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
飯綱町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
飯綱町りんごパーク条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度飯綱町一般会計補正予算（第10号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度飯綱町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町一般会計予算 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町国民健康保険事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ －
令和４年度飯綱町介護保険事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町からまつの丘地区汚水処理場管理事業特
別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和４年度飯綱町住宅地造成事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町訪問看護ステーション特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町病院事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
飯綱町公の施設の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
町道路線の廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
町道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
損害賠償の額の決定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
副町長の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

請願 「水田活用の直接支払交付金」の見直しの中止を求める意
見書の提出を求める請願書 採択 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ○ ● －

陳情 「最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求める意見
書」の採択を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ○ ● －

発議
ロシアによるウクライナ軍事侵攻に抗議し、平和的解決を求める決議案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書案 可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ○ ● －
「水田活用の直接支払交付金」の見直しの中止を求める意見書案 可決 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ○ ● －
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予算・政策要望
住民サービスの向上を提言

～議会要望【令和3年10月8日提出】に対する回答～

　飯綱町議会では、毎年予算編成にあたって分野ごとの「予算・政策要望書」を提出。回
答が去る2月28日にありました。
　今後も効率的で時代に即した予算編成を行政に求めるとともに、住民要望を実行する
ための予算要望をしていきます。

環境保全
地球温暖化の防止と限りある資源の有効活用を図るため、飯綱町地域新エネルギービジョンの3つの基本
方針に従い、設定した導入目標を早期に達成できるよう積極的に推進すること。
☞【回答】令和4年度当初予算に、住宅用太陽光発電システムの設置費所事業で250万円、ペレットスト
ーブ購入補助事業で20万円、EV（電気自動車）リース事業で70万円を計上しています。

農業の振興
りんご、モモなどの果樹栽培面積は減少の一途をたどっている。後継者育成、農業再生、家族経営農家へ
の支援（農機具補助など）、農地振興など本格的な再生プロジェクト事業を展開すること。
☞【回答】生産量の確保に向けては労働生産性を高めることが必要であることから、機械化やICT活用等
による省力化・コスト軽減を図れる環境づくりを推進するとともに国庫補助金制度を活用した本格的な農
地再生・基盤整備事業等の導入に向けた研究・検討を進めます。

心と体の健康づくり
特定検診受診率、特定保健指導実施率が町の目標値に達することができるよう努力し、生活習慣病予防と
健康長寿のまちづくりを進めること。
☞【回答】令和4年度は特定検診集団検診を町立飯綱病院に委託して実施する予定です。これまでの未受
診者対策に加え、病院検査管理室の協力を得ながらさらなる受診勧奨を行い、受診率の向上を図ります。

高齢者・障がい者福祉の充実
車などの移動手段を持たない高齢者を中心に生じている「買い物弱者」対策について、移動購買車などの
導入を図るなど事業者等と連携して取り組むこと。
☞【回答】令和4年度において次の2事業を研究します。①地域内の助け合いによる自家用有償旅客運送。②ス
マートグラス（カメラ付きメガネ型端末）を利用した、家にいながら店舗で買い物ができるバーチャルショッピ
ング。

住民との “共動”
住民が地域を知り、課題を見出し、話し合いの上で、住民と町が “共動” で課題を解決し、集落の活性化
を図ること。
☞【回答】令和4年度当初予算に、集落創生事業として700万円を計上しています。また、若者の人材育
成及び若者による地域の活性化を目指す若者会議については、「課題解決型アイディアキャンプ（仮称）」
を開催し、若者たちが泊まり込みながら、じっくりと町の課題について話し合う場を設けたいと考えてい
ます。若者会議運営事業として200万円を計上しています。

第 66 号（10）
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矢野 玲子さん
（四ツ屋）

石川�信雄議員
１　太陽光発電の扱いは
２　飯綱町ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）
とは

原田�幸長議員
１　町の人口増対策は
２　「プラスチック資源循環促進法」の施行に伴う
町の取組は

目須田�修議員
町の現状と将来（インフラの老朽化対策は）

風間�行男議員
１　学校給食に有機農産物は
２　給食スタッフの雇用は
３　旧福祉センターの跡地利用を

清水�滿議員
１　教育委員会制度は
２　除雪消雪後の対応は

中井�寿一議員
１　小学校の教育環境多様化は（人口増・税収
増・活性化）

２　飯綱病院の老朽化対策は

瀧野�良枝議員
学校における危機管理体制の強化を

伊藤�まゆみ議員
１　新年度予算は
２　子どもの口腔トラブル把握への対応を
３　国民健康保険税の負担軽減を

教育・福祉・SDGsを質す

•�一般質問は、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に疑問点を質し、所信の表明を求めるものです。
•�一般質問の詳細については、ホームページ、議事録でご覧になれます。
•�一般質問の原稿は各議員が責任をもって編集しています。

「
議
会
」
と
聞
く
と
、

難
し
そ
う
で
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
よ
う
な
気
が
し
て
、

つ
い
ぞ
足
を
運
ん
だ
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

知
人
に
誘
わ
れ
て
初
め
て

傍
聴
に
行
き
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
一
人
40

分
の
持
ち
時
間
で
、
質
疑

応
答
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

特
に
太
陽
光
発
電
に
つ

い
て
の
発
言
は
関
心
を
持

っ
て
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
最
近
町
の
あ
ち

こ
ち
で
パ
ネ
ル
を
見
か
け

る
よ
う
に
な
り
、
私
の
家

の
近
く
に
も
大
き
な
設
備

が
出
来
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電
は
こ
れ
か

ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に

も
重
要
な
も
の
だ
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
町
の
良
さ

で
あ
る
、
当
た
り
前
に
あ

る
自
然
を
守
り
た
い
と
い

う
こ
と
、
ま
た
設
置
に
関

し
て
近
隣
住
民
の
声
が
届

き
に
く
い
こ
と
な
ど
、
腑

に
落
ち
な
い
こ
と
も
あ
る

と
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

町
で
は
景
観
条
例
も
定

め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
が
本
当
に
町
の

未
来
に
有
効
で
あ
り
私
た

ち
の
思
い
や
暮
ら
し
を
守

る
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

傍
聴
を
し
て
、
議
員
の

方
々
が
単
に
質
問
に
と
ど

ま
ら
ず
、
問
題
を
掘
り
下

げ
行
政
か
ら
対
応
を
引
き

出
し
た
り
、
さ
ら
に
私
た

ち
の
声
の
代
弁
者
と
し
て
、

提
言
を
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。

初めての傍聴席で
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太
陽
光
発
電
の
扱
い
は

石
川　
温
暖
化
対
策
を
踏
ま
え

た
飯
綱
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
で
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
位
置
づ
け
は
。

町
長　
平
成
26
年
か
ら
令
和
５

年
ま
で
の
10
年
間
を
、
特
に
、

太
陽
光
・
太
陽
熱
・
水
力
・
バ

イ
オ
マ
ス
と
４
つ
を
利
用
し
て

い
く
も
の
で
あ
る
。
太
陽
光
は
、

公
共
施
設
の
屋
上
と
一
般
家
屋

の
屋
根
の
パ
ネ
ル
に
補
助
。
水

力
は
芋
川
用
水
を
使
っ
た
小
水

力
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
は
ペ
レ

ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
。
地
産

地
消
で
あ
り
た
い
。

石
川　
災
害
危
機
対
応
か
ら
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
重
要
だ
。

間
伐
材
利
用
か
ら
も
バ
イ
オ
マ

ス
は
大
き
な
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め

る
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
観
点

か
ら
も
大
い
に
活
用
を
。

町
長　
リ
ン
ゴ
の
剪
定
枝
ほ
か
、

里
山
の
整
備
を
踏
ま
え
、
ふ
る

さ
と
納
税
で
の
検
討
も
考
え
て

い
る
。

石
川　
飯
綱
町
景
観
条
例
及
び

野
立
て
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
。

町
長　
景
観
維
持
と
保
護
の
目

的
か
ら
条
例
を
制
定
し
た
。
不

適
切
な
場
所
へ
の
野
立
て
の
パ

ネ
ル
に
は
十
分
、
注
意
し
て
い

く
。
但
し
、
個
人
の
財
産
の
場

所
へ
の
禁
止
は
法
律
上
難
し
い
。

農
地
法
・
森
林
法
・
自
然
環
境

保
全
条
例
等
、
ま
た
地
元
住
民

の
意
見
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。
専
門
技
術
的
な
問

題
に
つ
い
て
は
コ
ン
サ
ル
業
者

に
調
査
を
依
頼
し
て
い
く
。

石
川　
公
共
施
設
の
屋
上
設
置

に
つ
い
て
の
取
組
は
。

企
画
課
長　
令
和
５
年
度
ま
で

に
５
か
所
の
目
標
を
立
て
て
い

る
。
現
在
、
り
ん
ご
っ
こ
保
育

園
、
メ
ー
ラ
プ
ラ
ザ
、
横
手
直

売
所
、
飯
綱
中
学
校
の
４
か
所
。

石
川　
教
育
的
効
果
か
ら
小
学

校
や
い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
イ
ー

ス
ト
・
ウ
ェ
ス
ト
に
も
設
置
を

し
た
ら
い
か
が
か
。

町
長　
役
場
の
み
な
ら
ず
民
間

事
業
者
の
参
入
も
視
野
に
入
れ

て
考
え
た
い
。

飯
綱
町
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
は

石
川　
飯
綱
町
Ｄ
Ｘ
の
そ
も
そ

も
の
目
的
と
そ
の
効
果
の
住
民

へ
の
還
元
は
。

町
長　
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書

な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
行
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
時
間
の
短
縮
、

事
務
の
効
率
化
を
目
指
す
。
農

業
や
ほ
か
の
分
野
で
も
活
用
を

図
り
た
い
。

石
川　
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て

の
組
織
体
制
と
外
部
人
材
の
活

用
は
。

企
画
課
長　
来
年
度
当
初
に
、

町
長
を
核
に
各
課
長
等
で
Ｄ
Ｘ

推
進
本
部
を
立
ち
上
げ
る
。
各

課
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
委
員
を
募
り
課
題
解
決
の
た

め
に
事
業
推
進
し
て
い
く
。

石
川　
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
構
想
へ
の
参
加
の
考
え
は
。

町
長　
国
の
９
割
補
助
の
交
付

金
を
い
た
だ
い
て
取
り
組
み
た

い
。

太陽光発電のガイドラインを
法律の枠組みの中で対応する

石川 信雄議員

町
長

▲�デジタル田園都市国家構想の成功の鍵
（出典：デジタル庁「第2回デジタル田園都市国家構想
実現会議」資料（2021年12月））

▶�

公
共
施
設
屋
上
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
を

第 66 号（12）

一
般
質
問



企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

	

の
活
用
は

原
田  

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
の
活
用
は
行
っ
て
い
る
か
。

町
長  

飯
綱
町
で
は
こ
の
制
度

を
受
け
て
は
い
な
い
。
国
の
総

合
戦
略
事
業
、
ふ
る
さ
と
創
生

事
業
で
事
業
費
20
数
億
円
で
ハ

ー
ド
面
を
実
施
。
今
後
は
ソ
フ

ト
面
で
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
な
ど
大
い
に
考
え
準
備

を
進
め
る
。

原
田  
地
方
創
生
の
よ
り
一
層

の
充
実
、
強
化
を
図
る
人
材
派

遣
の
経
費
が
税
額
控
除
さ
れ
る

仕
組
み
と
、
セ
ッ
ト
で
行
う
こ

と
は
可
能
か
。

町
長  

そ
れ
ぞ
れ
の
省
庁
が
人

材
派
遣
を
考
え
て
い
る
。
で
き

れ
ば
町
に
ふ
さ
わ
し
い
企
業
か

ら
も
人
材
派
遣
を
受
け
、
そ
れ

を
通
じ
て
企
業
と
の
結
び
つ
き

を
深
め
、
産
業
の
振
興
に
つ
な

が
れ
ば
一
番
絵
に
描
い
た
よ
う

な
い
い
方
向
だ
。

人
口
増
対
策
へ
の		

	

過
疎
債
適
用
は

原
田  

町
は
一
部
過
疎
か
ら
全

部
過
疎
に
な
っ
た
こ
と
で
、
人

口
増
対
策
へ
の
過
疎
債
の
適
用

は
可
能
か
。

総
務
課
長  

牟
礼
地
域
で
実
施

し
て
い
く
事
業
は
市
町
村
計
画

に
追
加
さ
れ
、
町
全
体
の
活
性

化
や
人
口
増
対
策
に
か
か
る
ハ

ー
ド
事
業
や
認
め
ら
れ
る
ソ
フ

ト
事
業
は
有
利
な
起
債
で
あ
る

為
、
で
き
る
限
り
活
用
す
る
。

原
田  

人
口
増
を
進
め
る
た
め
、

さ
ら
に
若
者
住
宅
建
設
が
必
要

と
思
う
が
。

建
設
水
道
課
長  

町
有
地
の
普

光
寺
焚
荒
地
区
に
住
宅
建
設
用

の
造
成
工
事
を
来
年
度
予
定
し

て
い
る
。

原
田  

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
需
要
が
伸
び
て
い
く
と
思
う

が
。

企
画
課
長  

コ
ネ
ク
ト
イ
ー
ス

ト
と
ウ
エ
ス
ト
両
方
で
テ
ナ
ン

ト
用
貸
店
舗
へ
入
居
し
て
い
る

が
、
両
施
設
と
も
ほ
ぼ
い
っ
ぱ

い
の
状
況
。
イ
ー
ス
ト
の
3
階

部
分
を
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

と
し
て
改
修
工
事
の
予
定
。

環
境
に
優
し
い	

	
	

事
業
展
開
を

原
田  

新
法
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資

源
循
環
促
進

法
が
こ
の
4

月
に
施
行
さ

れ
る
が
、
町

の
取
り
組
み

状
況
は
。

住
民
環
境
課

長  

飯
綱
町

に
な
っ
た
当

時
か
ら
プ
ラ

容
器
包
装
の

関
係
、
そ
の

他
の
プ
ラ
に

分
別
収
集
を

し
て
い
て
、

こ
の
法
律
の

前
か
ら
や
っ

て
い
る
。
県

内
77
市
町
村
中
、
分
別
を
し
て

再
資
源
化
を
し
て
い
る
の
は
、

当
町
を
含
め
８
市
町
村
。

原
田  

当
町
で
懸
念
さ
れ
る
の

は
、
サ
ッ
カ
ー
場
の
人
工
芝
か

ら
発
生
す
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
と
認
識
し
て
い
る

が
、
流
出
さ
れ
な
い
手
立
て
は

さ
れ
て
い
る
か
。

企
画
課
長  

２
年
度
ま
で
に
風

雨
に
よ
っ
て
ゴ
ム
チ
ッ
プ
等
が
、

コ
ー
ト
外
の
Ｖ
Ｓ
側
溝
に
流
出

し
に
く
く
す
る
対
策
工
事
を
行

っ
た
。
定
期
的
に
観
察
を
し
な

が
ら
対
策
を
行
う
。

人口増対策・社会増減をプラスへ
ハードからソフト面で社会増目指す

原田 幸長議員

町
長

▲�普光寺焚荒地区で住宅建設用造成工事予定地

▲�プラスチック資源循環促進法では��飯綱町の分別収集は最
先端で他の模範

一
般
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新
し
い
水
源
と
計
画
は

目
須
田　
町
長
は
水
量
不
足
の

不
安
解
消
に
『
漏
水
も
考
え
ら

れ
る
の
で
調
査
し
改
良
す
れ
ば

安
定
供
給
の
可
能
性
が
あ
る
』

水
道
問
題
は
『
議
会
と
十
分
に

協
議
を
重
ね
、
住
民
の
賛
同
を

得
た
上
で
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
』
と
。
部
分
的
に
既
に
進

め
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
デ
ー

タ
を
含
め
て
回
答
を
求
め
る
。

　
新
し
い
水
源
に
踏
み
切
れ
た

一
番
の
要
因
は
何
か
。

町
長　
土
橋
の
井
戸
は
三
水
地

区
で
利
用
し
て
い
た
も
の
。
平

成
30
年
頃
に
井
戸
を
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
し
て
も
う
一
度
、
揚
げ
て

み
よ
う
と
再
調
査
す
る
と
以
前

の
よ
う
に
出
始
め
た
。
安
定
し

て
い
る
か
は
未
定
だ
が
期
待
で

き
る
と
の
こ
と
。

　
牟
礼
地
区
は
旧
サ
ニ
ー
ハ
イ

ラ
ン
ド
別
荘
地
に
井
戸
が
あ
っ

た
が
、
牟
礼
村
の
水
道
を
使
っ

て
休
ん
で
い
た
。
こ
こ
も
い
い

水
が
出
る
と
な
っ
た
が
、
高
坂

地
区
の
簡
易
的
な
水
道
で
の
利

用
が
あ
り
了
解
を
得
た
い
と
考

え
て
い
る
。
揚
水
試
験
で
は
日

量
８
０
０
㎥
の
井
戸
で
あ
る
。

目
須
田　
三
水
地
区
の
は
日
量

２
０
０
０
㎥
の
揚
水
が
可
能
と

は
、
調
査
掘
削
ま
で
進
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
か
。

町
長　
土
橋
の
井
戸
は
試
験
を

何
回
も
や
り
、
ポ
ン
プ
を
入
れ

た
ら
十
分
な
用
水
量
の
井
戸
。

た
だ
近
隣
市
町
と
の
協
定
が
あ

り
、
１
２
０
０
ま
で
と
な
っ
て

い
る
が
１
５
０
０
は
必
要
。

目
須
田　
町
長
が
確
保
し
た
い

日
量
１
５
０
０
㎥
は
三
水
地
区

の
何
戸
の
利
用
量
に
相
当
し
、

何
％
に
当
た
る
か
。

建
設
水
道
課
長　
１
６
４
０
戸

の
内
の
１
２
９
０
戸
。
夏
場
の

多
い
時
で
１
９
０
０
㎥
で
算
出

す
る
と
79
％
に
な
る
。

目
須
田　
将
来
、
芋
川
用
水
か

ら
の
取
水
は
必
要
が
な
く
な
る

可
能
性
は
あ
る
か
。

町
長　
そ
の
問
題
が
重
要
で
、

や
は
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が

必
要
で
、
相
談
し
て
方
向
を
決

め
て
い
き
た
い
。

工
事
計
画
は
慎
重
に

目
須
田　
工
事
業
者
の
選
定
も

重
要
。
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め

に
も
契
約
は
法
律
の
専
門
家
の

チ
ェ
ッ
ク
も
望
む
。

町
長　
水
道
事
業
の
運
営
計
画

を
県
に
提
出
し
認
定
を
受
け
、

そ
れ
に
従
っ
て
設
計
、
入
札
を

経
て
業
者
を
決
め
て
進
め
る
。

業
者
の
選
定
は
大
事
な
こ
と
と

考
え
て
い
る
。

目
須
田　
県
へ
の
申
請
は
ま
だ

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
以

上
の
質
問
は
ま
た
の
機
会
に
。

新しい水源はどこに
両地区とも現存の井戸、掘削技術
の向上で質量ともに期待できる

目須田 修議員

町
長

▲�牟礼の旧宿場町通りには用水と道路の間に� �
水道管が埋設されている

第 66 号（14）

一
般
質
問



風
間  

今
後
、
有
機
栽
培
の
生

産
に
対
す
る
考
え
は
。

町
長  

有
機
栽
培
は
町
の
直
売

所
が
大
き
く
進
展
す
る
た
め
に

は
大
事
な
取
組
。
米
、
り
ん
ご

も
有
機
栽
培
に
近
い
も
の
に
し

た
い
。

風
間  

Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
取
得
に
毎

年
５
万
円
か
か
る
、
栽
培
技
術

が
あ
る
か
、
経
営
が
成
り
立
つ

か
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
日

本
全
体
の
農
産
物
に
占
め
る
有

機
の
比
率
が
０
・
２
％
で
足
踏

み
し
て
い
る
状
況
だ
が
見
解
は
。

町
長  

Ｊ
Ａ
Ｓ
取
得
の
支
援
を

し
て
い
き
た
い
、
町
が
米
の
買

上
等
考
え
た
い
。

風
間  

有
機
農
産
物
生
産
に
認

定
農
薬
30
種
類
は
除
外
と
さ
れ

て
い
る
、
認
識
は
。

町
長  

化
学
肥
料
Ｎ
Ｏ
。
自
然

界
に
存
在
し
て
い
る
も
の
は
Ｏ

Ｋ
と
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
詳

細
は
調
査
し
な
い
と
わ
か
ら
な

い
。

風
間  

有
機
農
産
物
を
学
校
給

食
に
取
り
入
れ
た
場
合
の
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

教
育
長  

学
校
給
食
に
使
え
る

こ
と
は
良
い
が
課
題
と
し
て
、

安
定
供
給
、
価
格
、
今
の
給
食

費
で
は
賄
え
な
い
。
取
り
入
れ

る
場
合
は
町
の
補
助
が
必
要
に

な
る
。

風
間  

子
供
の
生
活
実
態
調
査

を
し
て
い
る
か
。
し
て
い
る
場

合
、
子
供
た
ち
の
健
全
な
育
成

の
妨
げ
に
な
る
よ
う
な
課
題
は

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
学
校
給
食

の
効
果
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

見
解
は
。

教
育
長  
国
に
よ
る
３
年
に
一

度
の
調
査
。
朝
食
を
と
っ
て
い

る
小
学
生
は
92
％
。
中
学
生
は

86
％
。
毎
年
、
学
校
給
食
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、
朝
食
を

食
べ
な
い
と
育
成
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
。
家
で
は
出
さ
れ
な

い
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
っ
て
好
評
だ
。

朝
食
を
と
る
こ
と
を
啓
発
し
て

い
る
。

風
間  

学
校
給
食
の
食

材
は
国
産
と
地
産
地
消
、

郷
土
料
理
で
出
さ
れ
て

い
る
。
子
供
た
ち
は
恵

ま
れ
た
給
食
だ
と
思
う

が
好
き
嫌
い
が
あ
る
の

は
親
の
し
つ
け
が
大
切

だ
が
見
解
は
。

教
育
長  

学
校
給
食
の

役
割
は
保
護
者
の
負
担

軽
減
と
認
識
し
て
い
る
。

食
育
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
文
化
を
学

ぶ
中
で
、
食
に
興
味
や

関
心
を
高
め
た
い
。
家

庭
で
は
食
べ
な
い
物
で
も
学
校

で
は
食
べ
て
い
る
。

給
食
ス
タ
ッ
フ
の		

	

雇
用
は

風
間  

会
計
年
度
任
用
職
員
の

任
用
期
間
は
１
年
で
あ
る
た
め
、

将
来
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

継
続
し
安
定
雇
用
の
対
応
を
。

教
育
長  

会
計
年
度
職
員
は
地

方
公
務
員
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
、
同
一
職
務
内
容
の
職
が
翌

年
も
設
置
さ
れ
る
と
更
新
可
能
、

最
長
５
年
雇
用
さ
れ
る
。

旧
福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地

に
立
体
駐
車
場
と	

緊
急

避
難
場
の
設
置
は

町
長  

当
面
は
で
き
な
い
。
次

期
後
継
者
に
ゆ
だ
ね
る
。

町の有機農産物生産の考えは
生産のための支援をしたい

風間 行男議員

町
長

▲�河川法により建設できない

▲�学校給食の調理場一
般
質
問
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教
育
委
員
の
任
命
方
法
は

清
水  

地
域
の
多
様
な
意
見
を

反
映
さ
せ
る
た
め
に
「
委
員
の

年
齢
・
性
別
・
職
業
等
に
著
し

く
偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
委
員
の
う

ち
に
保
護
者
で
あ
る
者
が
含
ま

れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
あ
る
。
構
成
を
み
る

と
多
少
疑
問
に
思
う
が
、
ど
の

よ
う
な
基
準
で
任
命
し
て
い
る

の
か
。

町
長  
任
命
に
あ
た
り
私
も
年

齢
を
調
べ
て
い
な
い
が
、
70
を

超
え
て
歳
だ
と
い
う
と
困
る
が
、

こ
れ
を
意
図
し
て
決
め
た
わ
け

で
は
な
い
。
い
ろ
い
ろ
ア
タ
ッ

ク
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
職
業
に
つ
い
て
も
、
実
は
金

融
機
関
に
勤
め
ら
れ
立
派
な
方

で
議
会
で
も
認
め
ら
れ
た
。
し

か
し
仕
事
の
関
係
で
請
け
て
い

た
だ
け
な
か
っ
た
。

　
議
員
よ
り
指
摘
さ
れ
た
人
選

に
つ
い
て
は
次
回
よ
り
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

清
水  

近
年
、
首
長
・
市
町
村

議
員
の
な
り
手
不
足
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
た
ぶ
ん

教
育
委
員
も
な
り
手
不
足
で
あ

る
と
思
う
。

　
な
り
手
不
足
の
解
消
策
と
し

て
、
教
育
委
員
の
選
任
方
法
は

公
募
方
式
を
提
案
し
た
い
。
な

り
手
不
足
の
解
消
は
基
よ
り
活

発
な
議
論
も
可
能
で
あ
る
と
思

う
。

　
県
内
を
は
じ
め
全
国
で
実
施

し
て
い
る
市
町
村
も
た
く
さ
ん

あ
る
。
実
施
の
考
え
は
あ
る
か
。

町
長  

ご
指
摘
の
と
お
り
教
育

委
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
な
い

例
も
あ
っ
た
。
即
答
で
き
な
い

が
内
部
で
公
募
方
法
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

除
雪
消
雪
の
対
応
は

清
水  

冬
期
間
安
全
で
円
滑
な

道
路
交
通
の
確
保
の
た
め
に
除

雪
消
雪
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
消
雪
剤
の
成
分
が
農
地
の

土
壌
に
影
響
を
与
え
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。

　
土
壌
検
査
を
し
、
安
心
し
て

農
業
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
思

う
が
。

町
長  

消
雪
剤
散
布
に
よ
る
被

害
が
あ
る
か
を
担
当
課
長
に
確

認
し
た
。
現
在
、
被
害
は
な
い

と
聞
い
て
い
る
が
、
今
年
の
よ

う
に
大
雪
の
時
に
は
散
布
量
も

多
い
の
で
道
路
端
の
皆
さ
ん
に

不
利
益
を
与
え
る
こ
と
は
良
く

な
い
。
対
応
し
て
い
く
。

春
山
除
雪
の
早
期
実
施
を

清
水  

町
内
主
要
路
線
の
除
雪

の
際
、
冬
期
除
雪
不
要
路
線
に

雪
を
押
し
付
け
て
い
る
。

　
春
先
の
農
作
業
開
始
に
あ
た

り
早
期
実
施
を
望
む
声
が
あ
る

が
実
施
は
。

町
長  

職
員
の
対
応
が
悪
か
っ

た
。
お
詫
び
し
た
い
。
さ
ら
に

職
員
教
育
を
し
た
い
。

　
大
雪
で
予
算
の
増
額
を
議
会

に
諮
り
決
め
る
わ
け
で
あ
る
が
、

緊
急
で
あ
り
予
備
費
を
流
用
し

て
で
も
よ
い
か
ら
と
指
示
し
て

い
る
。

教育委員会

活性化に向けた改革を
教育委員の選任を公募も検討する

清水 滿議員

町
長

▲�最近にない豪雪除雪作業をする町職員

▲�町教育委員会の定例会議
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フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の

	

支
援
は

中
井  

教
育
は
、
飯
綱
町
の
売

り
の
一
つ
と
い
う
こ
と
で
、
町

内
に
は
※

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が

２
つ
も
あ
る
（
※
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
と
は
、
居
住
区
の
学
校
に

在
籍
の
ま
ま
通
う
、
も
う
一
つ

の
学
校
）。
飯
綱
町
の
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
に
は
、
町
外
か
ら
通

う
子
ど
も
が
多
く
、
赤
塩
焼
き

体
験
に
３
０
０
０
円
要
求
さ
れ

た
り
、
天
文
台
の
利
用
が
で
き

な
か
っ
た
り
し
た
。
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
子
ど
も
達
は
、
飯
綱

っ
子
で
は
な
い
の
か
。

町
長  

前
段
に
教
育
は
町
の
大

き
な
財
産
で
あ
る
と
い
う
考
え

方
に
つ
い
て
は
、
移

住
を
し
て
き
て
も
ら

う
中
に
、
最
低
限
度

ど
こ
に
住
ん
で
い
て

も
受
け
ら
れ
る
と
い

う
、
そ
う
い
う
も
の

が
整
っ
て
い
な
い
と

移
住
は
難
し
い
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
町

外
か
ら
通
う
子
ど

も
・
保
護
者
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
そ

の
方
法
も
含
め
検
討

し
て
い
る
。

中
井  

保
護
者
と
い

う
よ
り
、
子
ど
も
へ

の
支
援
と
し
て
考

え
て
も
ら
え
る
か
。

町
長  

町
か
ら
の
教

材
費
補
助
を
、
４
年

度
よ
り
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
に
通
う
町

内
の
子
ど
も
に
つ

い
て
も
助
成
す
る
。

中
井  

憲
法
26
条
に

つ
い
て
町
長
の
考

え
を
お
聞
き
す
る
。

町
長  

教
育
の
義
務

化
は
素
晴
ら
し
い
。
国
は
し
っ

か
り
守
っ
て
ほ
し
い
。

中
井  

第
２
項
で
義
務
教
育
の

無
償
化
を
う
た
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
し
ば
っ
て
い
る
憲
法
第

89
条
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

町
長  

憲
法
89
条
は
、
思
想
・

宗
教
の
団
体
に
つ
い
て
は
公
金

の
支
出
を
禁
じ
て
い
る
。

中
井  

憲
法
89
条
は
、
公
の
支

配
に
属
し
な
い
団
体
へ
の
支
出

も
禁
じ
て
い
る
。
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
は
公
の
支
配
に
属
し
な
い

団
体
と
さ
れ
て
お
り
、
公
金
の

支
出
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
も
生

徒
の
在
籍
し
て
い
る
学
校
の
校

長
の
許
可
が
必
要
な
の
で
、
実

際
に
は
公
の
支
配
に
属
し
て
い

る
と
言
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
町
は
検
討
し
て
く
れ
る
か
。

教
育
長  

法
を
超
え
て
の
支
援

は
で
き
な
い
。

中
井  

公
の
支
配
に
つ
い
て
、

法
律
の
専
門
家
も
交
え
て
、
早

急
に
検
討
し
て
も
ら
え
る
か
。

教
育
長  

学
習
活
動
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
す

る
。人

口
増
の
目
標
と
計
画

は
（
教
育
環
境
が
良
く

て
も
移
住
で
き
な
い
）

中
井  

人
口
増
に
つ
い
て
目
標

が
あ
る
か
。
そ
の
た
め
に
必
要

な
新
規
就
業
者
の
人
数
、
そ
の

た
め
に
は
住
宅
が
毎
年
何
棟
必

要
か
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
資

金
は
、
と
考
え
て
い
る
か
。

企
画
課
長  

総
合
基
本
計
画
で

は
、
令
和
８
年
に
１
万
人
と
い

う
目
標
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

自
然
減
を
減
ら
す
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

飯
綱
病
院
の		

	
	

老
朽
化
対
策
は

中
井  

故
障
し
て
か
ら
修
理
で

は
な
く
、
長
期
的
な
計
画
は
あ

る
か
。

事
務
長  

医
療
機
器
に
お
金
が

掛
か
る
の
で
、
で
き
る
範
囲
で

優
先
順
位
を
つ
け
て
工
事
し
て

い
る
。

小学校の多様化は
学習活動について     
 できる限りの支援をする

中井 寿一議員

教
育
長

▲�タブレットを使ってグループ研究

▲�英語の授業（絵本“Mitten”の体験中）
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地
域
連
携
に
よ
る		

	

防
犯
対
策
を

瀧
野  

不
審
者
事
件
発
生
時
の

安
全
見
守
り
隊
へ
の
見
守
り
強

化
、
校
外
指
導
部
員
へ
配
布
済

み
の
「
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」
掲
示

依
頼
を
。
地
域
住
民
、
地
域
企

業
な
ど
協
力
し
て
下
さ
る
皆
さ

ん
へ
町
の
防
犯
・
防
災
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
へ
の
登
録
依
頼

を
。

教
育
次
長  

見
守
り
隊
の
皆
さ

ん
に
は
登
録
を
進
め
て
い
る
。

共
同
調
理
場
の	

	
	

勤
務
体
制
は
適
正
か

瀧
野  

徹
底
し
た
衛
生
管
理
の

上
に
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
な
ど
、

限
ら
れ
た
時
間
で
提
供
時
間
に

合
わ
せ
て
調
理
を
し
、
洗
浄
作

業
や
事
務
作
業
等
が
行
わ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。
フ
ル
タ
イ
ム

が
７
時
間
45
分
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
が
７
時
間
15
分
の
勤
務
、
食

材
検
収
の
早
出
勤
務
も
あ
る
と

の
こ
と
。
総
務
省
か
ら
も
業
務

内
容
や
時
間
外
勤
務
な
ど
勤
務

実
態
を
把
握
し
、
見
直
し
の
検

討
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
。

教
育
次
長  

調
理
員

の
休
暇
や
時
間
の

か
か
る
メ
ニ
ュ
ー

時
に
は
代
替
調
理

員
を
増
員
し
て
対

応
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム

は
、
勤
務
状
況
を
把

握
し
、
フ
ル
タ
イ
ム

へ
の
移
行
も
検
討

す
る
。

瀧
野  
機
械
で
の
カ

ッ
ト
作
業
の
軽
減

は
。

教
育
次
長  

調
理
員

か
ら
野
菜
の
手
切

り
の
希
望
、
機
械
洗

浄
に
は
時
間
が

か
か
る
な
ど
の

意
見
。
働
き
方

改
革
も
合
わ
せ
、

調
整
す
る
。

い
じ
め
防

止
の
具
体

的
取
組
は

瀧
野  

早
期
発

見
の
取
組
は
。

教
育
長  

児
童

生
徒
向
け
、
保

護
者
向
け
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
定

期
実
施
、
面
談
を
実
施
。

瀧
野  

直
近
の
認
知
状
況
は
。

教
育
次
長  

２
年
度
は
牟
礼
小

１
２
０
件
、
三
水
小
２
件
、
飯

綱
中
３
件
。
全
て
年
度
内
に
解

消
済
。
国
、
県
の
基
準
に
よ
り

被
害
者
が
少
し
で
も
嫌
な
思
い

を
し
た
ら
い
じ
め
と
認
知
す
る

こ
と
と
し
た
た
め
数
値
が
高
く

な
っ
た
。

（
参
考
：
令
和
３
年
度
は
三
水

小
、
飯
綱
中
と
も
に
数
値
の
見

直
し
を
実
施
）

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

	

の
周
知
徹
底
を

瀧
野  

学
校
毎
に
危
機
の
想
定

の
範
囲
が
異
な
っ
て
い
る
。
非

常
時
の
児
童
引
渡
し
で
、
引
渡

し
名
簿
に
記
載
外
の
人
へ
の
引

渡
し
も
可
能
と
読
み
取
れ
る
部

分
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
。

　
３
校
で
危
機
管
理
に
つ
い
て

の
協
議
を
持
ち
、
自
校
と
他
校

の
比
較
に
よ
っ
て
、
更
に
理
解

が
深
ま
る
利
点
が
あ
る
が
。

教
育
長  

定
期
的
な
情
報
交
換

や
研
修
の
場
で
、
議
題
に
あ
げ

町
全
体
の
体
制
を
構
築
し
た
い
。

危機管理

３校協議でマニュアルの見直しを
危機管理体制構築に向け協議する

瀧野 良枝議員

教
育
長

▲�登下校中の被害は15時から18時に集中
　地域連携による防犯対応の強化を

▲�氷山の一角
　危険因子の把握により重大事故を防ぐ
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来
年
度
予
算		

町
民
要
望	

	

ど
う
反
映
さ
れ
た
か

伊
藤　
毎
年
、
日
本
共
産
党
議

員
団
と
し
て
予
算
と
施
策
の
要

望
を
出
し
、
町
長
と
懇
談
し
て

い
る
。
今
回
は
町
民
要
望
も
含

め
70
項
目
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
具

体
的
に
ど
う
盛
り
込
ま
れ
た
か
。

町
長　
町
政
全
般
に
わ
た
っ
て

お
り
、
毎
年
参
考
に
し
て
ほ
し

い
と
各
課
に
配
布

し
て
い
る
。
昨
年

度
よ
り
か
な
り
充

実
し
た
の
で
、
予

算
案
を
見
て
ほ
し

い
。

補
聴
器
補
助
の	

	

対
象
者
拡
大
は

伊
藤　
制
度
の
利

用
者
は
。

保
健
福
祉
課
長　

問
合
せ
は
６
、
７

件
あ
っ
た
が
、
申

請
は
１
件
。

伊
藤　
町
民
か
ら
、

対
象
者
の
拡
大
を

求
め
る
声
が
多
い

が
。

町
長　
非
課
税
世

帯
が
対
象
だ
っ
た

が
、
本
人
非
課
税
に
対
象
者
を

拡
大
す
る
。

　
お
む
つ
の
補
助
も
同
様
に
し

て
い
く
。

伊
藤　
３
万
円
の
限
度
額
の
拡

大
を
。

町
長　
安
い
も
の
は
精
度
も
低

い
よ
う
で
あ
り
、
検
討
し
た
い
。

伊
藤　
収
音
機
へ
も
補
助
を
。

町
長　
県
が
対
象
に
し
て
い
な

い
た
め
行
わ
な
い
。

子
ど
も
の
口
腔
ト
ラ
ブ

ル
対
応
を

伊
藤　

虫
歯
が
減
り
歯
科
へ

か
か
る
機
会
が
減
っ
た
。
永
久

歯
の
先
天
欠
如
や
埋
伏
歯
の

確
認
の
た
め
、
７
～
９
歳
の
間

に
全
額
の
パ
ノ
ラ
マ
エ
ッ
ク

ス
線
撮
影
に
町
と
し
て
取
組

む
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長  

１
歳
６
ケ
月

・
３
歳
健
診
、
歯
っ
ぴ
い
健
康

教
室
な
ど
で
歯
科
衛
生
士
が

歯
科
指
導
を
し
て
い
る
。

伊
藤　

親
に
永
久
歯
の
先
天

欠
如
が
あ
る
と
子
に
も
あ
る

場
合
が
あ
る
。
時
を
と
ら
え
、

周
知
す
る
こ
と
が
大
事
だ
が
。

保
健
福
祉
課
長  

歯
科
医
師
と

相
談
し
た
い
。

国
保
税
の
負
担
軽
減
を

伊
藤　

国
保
加
入
者
は
低
所

得
者
が
多
く
、
保
険
税
は
重
い

負
担
と
な
っ
て
お
り
、
引
下
げ

を
求
め
る
声
が
多
い
。
支
払
え

る
水
準
の
保
険
税
で
あ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
見
解
は
。

町
長　
飯
綱
町
の
保
険
税
は
、

県
下
で
は
中
ご
ろ
で
あ
る
。
県

は
、
保
険
税
の
統
一
を
目
指

し
て
お
り
、
納
付
金
の
推
移

が
心
配
だ
。
４
～
５
年
し
な
い

と
は
っ
き
り
し
な
い
。

伊
藤　
全
国
で
は
、
18
歳
未
満

の
子
の
均
等
割
を
免
除
し
て
い

る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
多

子
世
帯
へ
の
軽
減
を
実
施
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
取
組
む

考
え
は
。

町
長　
減
っ
た
分
を
ど
う
補
填

し
て
い
く
の
か
。
保
険
税
が
県

下
統
一
に
向
か
っ
て
い
る
中
で

は
厳
し
い
。

　
町
長
が
変
わ
っ
た
ら
、
支
援

制
度
が
変
わ
る
よ
う
で
は
い
け

な
い
。

補聴器購入補助の対象拡大を
非課税世帯から       
　　　本人 非課税に拡大する

伊藤 まゆみ議員

町
長

▲�国保税�未就学児の均等割半額へ

▲�みんな元気で長生きへ…久しぶりのお茶飲み会

一
般
質
問

（19）長野県　飯綱町議会だより



64号から

Ｑ	 	　今まで行ってきた若者定住のための対策等により、町民の年代別人口はどのように
変化しているのですか。若者が定住することはもちろんですが、10年先の飯綱町の人
口と、年代別人口の割合はどうなっているのですか。

Ａ　	　合併時（2005年）と2020年国勢調査における年齢３区分の人口比率を比較すると、
年少人口（0 ～ 14歳）が12.5％から9.9％、生産年齢人口（15 ～ 64歳）が60.0％か
ら49.5％、老年人口（65歳以上）が27.3％から40.6％となっています。また、当町
の令和２年における30代の転入超過数（転入者数－転出者数）は、長野県全市町村
の中で８番目に多く、同様に０～９歳の転入超過数も６番目であり、いわゆる子育て
世代とその子どもの転入が多くなっています。      
　昨年改定した飯綱町人口ビジョンでは、10年後の2030年における人口を9,717人と
推計しています。また、年齢3区分の人口比率は、年少人口が11.6％、生産年齢人口
が47.2％、老年人口が41.2％としています。

Ｑ	 	　下水道事業は企業会計への移行で赤字会計が明らかになったとのことですが、企業
会計への移行のプロセスや理由が不明。そもそも企業会計とは分からない。

Ａ　	　国の指導により、当町の下水道事業は令和２年に企業会計に移行しました。企業会
計とは民間の会社と同じ経理方法です。

65号から

Ｑ	 	　20ページの「フォーラム」は町行政の企画です。議会がこのフォーラム開催にどの
ように貢献したか（内容について提案したとか、調整したとか、行政と共同で企画し
た等）を、同時に掲載いただいた方が良いと思います。このままでは町行政の広報誌
と同じです。

Ａ　	　学ぶ議会を町民にも広げようと、町と共催で飯綱町民講座を平成27年度、初めて開
催しました。本講座の成功により、毎年、良質な講師を招いての講演会を定例化する
ことになりました。尚、今回の講師は、町で推薦され議会が同意して開催される予定
でしたが、コロナ禍ということもあり、６月19日（日）に延期されました。

Ｑ	 	　空き家物件の流通を加速させるために、民間活力（自由な発想、自由なやり方）の
活用法の検討も必要では。それをサポートする体制でも良いのでは。必ずしも行政主
導が良いと思えないのですが。

Ａ　	　町は宅地建物等取引業協会長野支部と協定を締結し、空き家の流動化を進めていま
す。令和２・３年度の２年間で、空き家バンクに登録された物件は38件、内、売買等
成約に至った件数は25件となっています。民間事業者と提携することで、空き家の流
動化が急速に進み、移住者増につな
がっています。

 議会だより第64  ·  65号（12月定例会） 

� モニターアンケートにお答えします
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Ｑ	 	　１年前、駅前を含めた町の公園化構想の話が出ていたが、いつ、どんな公園ができ
るのか進捗状況等を知りたい。

Ａ　	　令和４年度より、牟礼駅の南側に、自然の地形を利用した公園整備を予定していま
す。町が主体的に整備するだけでなく、軽作業をボランティアの皆さんと共動で行う
などの取り組みも検討しています。「私たちの手作り公園」として愛着を感じていた
だけるような公園整備を目指しています。

Ｑ	 		　北部衛生施設組合分担金の負担割合の見直しについては。   
 

Ａ　	　北部衛生施設組合分担金については、年度決算で不足する経費を平成元年度から人
口割20%実績割80%の負担割で信濃町及び飯綱町で負担していましたが、令和元年度
よりごみ処理が無くなり、し尿処理のみの実績割比率となり、組織町間で負担額が乖
離し不公平感が生じている状況となりました。      
　し尿処理についても令和７年度を目標にそれぞれの町で自己処理する予定で、組合
自体を解散する予定となり、両町で組織している組合解散の経費も含めて組織町の分
担金は、歳入充当後のし尿処理費とそれ以外の経費に仕分けして、それぞれの経費に
次の割合を乗じて算出することとなりました。      
・し尿処理費 処分実績割          
・し尿処理費以外の経費 人口割

▲北部衛生施設組合��し尿処理場

▲公園予定地

（21）長野県　飯綱町議会だより
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あの時の
あの質問

どうなった??

【令和3年6月　一般質問】

Ｑ   新過疎法の重点分野及び支援措置の概要は。	 	

Ａ   過疎地域内において事業用資産を取得した事業者を対象とする「固定資産税を課税免除する税条例
の改正」について検討する。

⬇
対応

		令和3年12月飯綱町議会定例会に、議案「飯綱町過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法
の適用に伴う固定資産税の特例に関する条例」を提出、可決した。

【令和3年６月　一般質問】

Ｑ   役場統合に際し、一部機能の窓口を残せないか。			 	

Ａ   窓口サービスも1か所に集約したい。住民の皆さ
んのご理解をいただきたい。

⬇
活動
指標
		行政のDX化をすすめ、スマホ等を活用してオン
ラインで住民票等を交付できる仕組みを検討し
ていく。

【令和3年3月　一般質問】

Ｑ   予算における企画課の重点事業は。

Ａ   マイナンバーカード交付の申請。	 	 	
午後8時まで専用夜間窓口を設置	 	
R3年9月まで88件（専用窓口扱い）

⬇
活動
指標
		交付数を上げるため申請受付の場を設けていく。
行政のDX＊推進に必須となる。

▲�住民環境課に設置された専用窓口

DX（デジタルトランスフォーメーション）推進新計画とは
進化したデジタル技術を浸透させることで人々の生活をより良いものへと変革すること。

▲�窓口業務など画期的な改善を目指す

第 66 号（22）
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新しい町づくりへ  私の提案
第26回

飯
綱
町
に
生
ま
れ
て
40
数
年
。
自
分
の
親
も

歳
を
重
ね
、
改
め
て
今
思
う
事
、
考
え
る
事
が

あ
り
ま
す
。

飯
綱
町
で
は
生
活
に
必
要
な
お
店
が
少
な

く
、
車
で
長
野
市
等
へ
買
い
物
に
行
く
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
昨
今
、
高
齢
者
に
よ
る
車
の

事
故
を
ニ
ュ
ー
ス
で
よ
く
目
に
し
ま
す
。
今

後
、
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
買
い
物
へ
の
足

が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
町
内
で
買

い
物
等
が
完
結
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
あ
り

が
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
今
、
私
が
働
か

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

の
ピ
ザ
屋
も
そ
う
で
す
が
、
飯
綱
町
を
魅
力
に

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
商
業
複
合
施
設

（
大
き
な
も
の
で
な
く
パ
ン
屋
さ
ん
・
本
屋
・

カ
フ
ェ
な
ど
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
よ
う
な
）

が
町
内
に
い
く
つ
か
点
在
し
て
で
き
る
と
、
町

内
の
方
が
便
利
な
の
は
も
ち
ろ
ん
、
町
外
の
方

も
そ
れ
を
目
的
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
で
、
町
が
よ
り
に
ぎ
や
か
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

魅力ある
商業施設を

鈴木由貴 さん
（平出）

今
か
ら
11
年
前
、
私
は
こ
こ
飯
綱
町
で
、
小

学
生
の
た
め
の
小
さ
な
学
校「
み
ん
な
の
学

校
」を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
町
は
子
ど
も
達
に

生
き
る
力
を
与
え
て
く
れ
る
町
だ
と
感
じ
た

か
ら
で
す
。
実
際
、
み
ん
な
の
学
校
で
は
、
子

ど
も
達
が
豊
か
な
自
然
と
素
敵
な
大
人
達
か

ら
大
切
な
こ
と
を
学
び
、
の
び
の
び
と
自
分
の

力
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
県
外
か

ら
の
入
学
希
望
者
も
多
く
、
移
住
を
検
討
す
る

方
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
飯
綱
町
に
は
、
み
ん

な
の
学
校
以
外
に
も
特
色
の
あ
る
教
育
の
場

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
牟
礼
小
・
三
水
小
・

飯
綱
中
の
子
ど
も
達
の
姿
を
見
て
も
、
健
や
か

に
育
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。
こ
の
町
を

「
豊
か
な
教
育
が
で
き
る
町
」
と
し
て
全
国
に

紹
介
し
、
若
い
世
代
が
移
住
し
て
、
町
が
更
に

発
展
し
て
い
く
と
い
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

豊かな教育が
できる町

池田 聡子 さん
（牟礼）

現
在
の
時
代
状
況
に
あ
る
気
配
は
、
己
と
異

な
る
者
に
対
し
て
の「
排
他
と
不
寛
容
」
と
い

う
表
現
が
当
て
は
ま
る
気
が
し
ま
す
。
現
実
に

世
界
各
国
で
紛
争
や
貧
困
や
格
差
が
広
が
り
そ

の
結
果
、
子
供
、
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
社
会
的

弱
者
と
称
さ
れ
る
人
々
が
貧
困
、
差
別
や
人
権

侵
害
に
つ
な
が
る
こ
と
も
多
い
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、

排
他
と
不
寛
容
を
治
す
処
方
箋
を
見
い
出
す
の

は
容
易
で
は
な
い
が
、
我
々
は
そ
の
背
後
に
あ

る
病
理
を
摘
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

に
は
ま
ず
人
に
優
し
く
い
ら
れ
、
人
を
尊
重
で

き
る
強
さ
と
優
し
さ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
マ
ス
ク
で
口
元
を
塞
ぎ
、
う
つ

む
い
て
手
元
の
画
面
板（
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン
）

を
覗
い
て
い
る
、
そ
ん
な
相
互
理
解
が
で
き
に

く
い
社
会
状
況
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
明
る

い
未
来
を
望
み
過
去
を
顧
み
な
が
ら
生
き
る
喜

び
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
。
飯
綱
町
は
そ
ん
な
町

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

この時に思うこと

ながさき医院
長崎 忠悦 さん

（倉井）
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料
を
使
わ
ず
肥
料
と
い
え
ば
自

分
で
作
っ
た
「
ぼ
か
し
」。
落

ち
葉
や
刈
っ
た
草
、
切
り
藁
で

堆
肥
を
作
り
畑
に
施
し
て
い
ま

す
。
伝
統
野
菜
と
食
文
化
が
切

っ
て
も
切
れ
な
い
こ
と
も
知
り

ま
し
た
。
今
年
は
個
性
あ
る
野

菜
を
少
し
ず
つ
、
色
々
な
も
の

に
挑
戦
し
て
み
た
い
。
小
さ
な

家
庭
菜
園
レ
ベ
ル
の
野
菜
作
り

で
す
が
、
食
生
活
も
豊
か
に
な

り
、
地
球
に
や
さ
し
い
生
き
方

に
心
も
落
ち
着
き
ま
す
。
町
に

は
耕
作
放
棄
地
が
多
く
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
家
庭
菜
園
が
で
き

る
よ
う
に
整
備
し
て
い
た
だ
き
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
飯
綱

町
の
良
さ
を
知
る
い
い
機
会
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

（
１
）
重
点
的
取
組
み
テ
ー
マ
・
事
項

 

①　

 

町
民
と
議
会
と
の
懇
談
会
の
開
催
（
政
策
サ

ポ
ー
タ
ー
、
モ
ニ
タ
ー
等
）

 

②　
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進

 

③　
議
員
研
修
の
充
実

（
２
）
令
和
４
年
度
事
業
計
画

 
①
定
例
会
日
程

 　
６
月
定
例
会

 　
　
会
期
６
月
１
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）

 　
９
月
定
例
会

 　
　
会
期　
９
月
１
日
（
木
）
～
22
日
（
木
）

 　
12
月
定
例
会

 　
　
会
期　
11
月
29
日
（
火
）
～
12
月
15
日
（
木
）

 　
３
月
定
例
会

 　
　
会
期　
３
月
１
日
（
水
）
～
22
日
（
水
）

 

②
主
な
行
事
日
程

 

・ 

町
民
講
座
（
町
と
共
催
）　
講
師
（
村
木
厚
子
氏
）

   

６
月
19
日
（
日
）

 

・ 

小
、
中
、
高
校
に
よ
る
地
方
自
治
学
習
へ
の
協
力

 

・
い
い
づ
な
大
学
の
議
会
傍
聴　
９
月
議
会

 

③
行
政
視
察

 

・
研
修
会
の
実
施　

 

・ 

他
町
村
等
へ
の
視
察
研
修
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
研
修
会

 

・
他
町
村
か
ら
の
視
察
受
け
入
れ

 

④
政
策
提
言
等
に
つ
い
て

 

・
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
事
業

 

・ 

令
和
５
年
度
予
算
・
政
策
要
望
書
の
提
出

   

９
月
末

 

⑤
令
和
３
年
度
版
飯
綱
町
議
会
白
書
の
発
行

（
３
）
近
隣
町
村
議
会
と
の
連
携

 

・
上
水
内
町
村
議
会
正
副
議
長
連
絡
会

 

・
上
水
内
北
部
議
会
協
議
会

楽
し
い
野
菜
塾
!!

上野�千野子さん
（古町）

　
昨
年
か
ら
町
主
催
の
大
井
先

生
の
「
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
野
菜

塾
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
と

に
か
く
た
の
し
い
‼　
野
菜
作

り
初
心
者
の
私
に
と
っ
て
先
生

の
講
義
や
作
業
は
驚
く
こ
と
ば

か
り
。
な
ん
せ
自
己
流
で
や
っ

て
来
た
の
で
す
か
ら
。
化
学
肥

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

生
の
声 

�

■ 6月定例会予定
6月1日～ 6月17日（17日間）
一般質問	 	 	 	
6月3日（金）・6月6日（月）
常任委員会	 	 	 	
6月7日（火）・6月8日（水）

編集委員
　　発　行　人　　渡邉 千賀雄
　　委　員　長　　石川 信雄
　　副 委 員 長　　中井 寿一
　　委　　　員　　小林 文廣
　　委　　　員　　瀧野 良枝
　　委　　　員　　青山 弘
　　委　　　員　　中島 和子

令和４年度事業予定・計画

― 飯綱町議会の重点的に取り組む事項 ―

66
号
表
紙
説
明

　

７
年
に
一
度
（
数
え
年
）、

寅
と
申
の
年
に
行
わ
れ
る
神
事

「
御
柱
祭
」
が
開
催
さ
れ
た
倉

井
神
社
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
参

加
者
の
人
数
制
限
や
里
曳
き
が

中
止
さ
れ
、
神
社
へ
の
奉
曳
き

と
建
御
柱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

春
、
で
す
ね
。
背
景
の
写
真
は
牟
礼

小
の
桜
で
す
が
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
が

届
く
頃
は
、
飯
綱
町
に
は
り
ん
ご
の
花

が
満
開
だ
と
思
い
ま
す
。
暖
か
な
日
差

し
に
誘
わ
れ
て
散
歩
に
出
か
け
ま
せ
ん

か
。
身
と
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
。	

（
寿
）
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